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販売中止品 経過措置満了日等のご案内 
 

 

2023 年 4 月末までの販売名変更品及び中止品について、経過措置満了日を含めた概況をお知らせいたします。 
 

 

中止連絡 製造販売中止品目 経過措置満了日 

2021 年 9 月 
ピコスルファートナトリウム錠 7.5mg「イワキ」 

2023 年 3 月末 
※本剤は統一名収載品ですが、レセプト電算コードの使用期限が 2023 年

3 月 31 日に設定されたため、経過措置満了後は請求できません。 

2022 年 1 月 重質酸化マグネシウム「NikP」 2023 年 3 月末 

2022 年 6 月 デプロドンプロピオン酸エステル軟膏 0.3%「イワキ」 2023 年 3 月末 
※本剤は統一名収載品ですが、レセプト電算コードの使用期限が 2023 年 3

月 31 日に設定されたため、経過措置満了後は請求できません。 デプロドンプロピオン酸エステルクリーム 0.3%「イワキ」 

ウスノン®消毒液 10% 500mL 2023 年 3 月末 

2022 年 8 月 エピカルス®配合錠 2024 年 3 月末 見込み 

ディクアノン®配合内用液 2025 年 3 月末 見込み 

2023 年 2 月 ポビドンヨードスクラブ液 7.5%「イワキ」 2024 年 3 月末 見込み 

リン酸コデイン散１％「イワキ」 2024 年 3 月末 見込み 

グリセリン「NikP」 2024 年 3 月末 見込み 

硫酸マグネシウム「NikP」 2024 年 3 月末 見込み 

乳糖水和物（結晶）「NikP」  2024 年 3 月末 見込み 

炭酸水素ナトリウム「NikP」 
2024 年 3 月末 見込み 
※統一名収載品につき下記の状況が見込まれます。（下記ご参照ください） 

2023 年 4 月 
ノルニチカミン注 

2024 年 3 月末 見込み 
※統一名収載品につき下記の状況が見込まれます。（下記ご参照ください） 

 

※統一名収載品の経過措置満了後の状況について 

本件について、厚労省保険局の診療報酬情報提供サービス、FAQ・医薬品マスター関連問４にて説明があります。 

http://shinryohoshu.mhlw.go.jp/shinryohoshu/faq/  

簡単には、統一名収載品についてはレセプト電算コード（前述サイトでは医薬品コード）について使用期限を設けるという管理が行われており、経過措置満了後もレセ

プト電算コードの使用期限内であれば在庫の製品については請求できる状態にあります。なお、弊社といたしましては、経過措置満了に伴い PMDA 掲載の添付文書等

は引きあげさせていただいており、また経過措置期限内を目標とした在庫の整理をお願いさせていただいております。 
 

http://shinryohoshu.mhlw.go.jp/shinryohoshu/faq/
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（診療報酬情報提供サービスより） 

問 4 経過措置期限を過ぎた商品名医薬品（統一名収載品目）が、医薬品マスターに設定されているのはなぜでしょうか。   

また、当該医薬品は、保険請求できるのでしょうか。 

  

回答 4 

 当該医薬品は、製薬会社において製造中止又は販売名変更等を行った商品名医薬品（統一名収載品目）であると思われます。 

製造中止又は販売名変更等により、製薬会社が自社の商品名医薬品（統一名収載品目）に経過措置期限を設けた医薬品は、製薬会社ごとに周知される

時期や経過措置の期間が異なります。 

 このため、毎年３月末日の医薬品の流通状況等を調査し、流通されていない商品名医薬品は、医薬品コードに使用期限日を９月末日に設定して、６月中

旬に掲載（公表）しています。 

 

 なお、製造中止又は販売名を変更した変更前の商品名医薬品は、薬価基準に収載する統一名収載品目が経過措置の対象医薬品ではないことから、 保

険医療機関及び保険薬局に当該医薬品の在庫がある場合には、 

  ①使用期限日（９月末日）までは、当該医薬品コードを使用して請求することが可能であり、 

  ②１０月以降は、統一名収載品目の医薬品コード又は販売名変更後の医薬品コードを使用して請求していただくことになります。 
 

 

〇統一名収載品とは 

  統一名収載とは薬価収載の形式の一つで、成分、剤形、規格および薬価によって統一名称で収載する方式です。この場合、製品名ごとの個別の収載ではなく一般名の

ブランドなしの製品として収載され、官報などの当局の告示においてはそれぞれの販売名の表示は行われません。一般に、同じ成分の中で薬価が著しく低い医薬品にお

いて統一名収載の方法が取られ、それ以外の医薬品は銘柄名別収載の方法が取られます。（統一名収載品目は、保険薬辞典等でご確認いただけます） 
 

〇銘柄名別収載品 

一般的な薬価の収載形式です。統一名収載品目と異なり、販売名変更や製造販売中止ののち、経過措置期間満了と同時にレセプト電算コードも使用できなくなります。 
 

〇経過措置が満了、またはレセプト電算コードの使用期限が終了した製品 

中止連絡 製造販売中止品目 経過措置満了日 

2021 年 4 月 ケトコナゾールローション 2%「イワキ」 2022 年 3 月末 ※統一名収載品：2022 年 9 月末にレセプト電算コードの使用期限を満了いたします。 

オロパタジン塩酸塩 OD 錠 2.5mg「イワキ」 2022 年 3 月末 

オロパタジン塩酸塩 OD 錠 5mg「イワキ」 

2021 年 8 月 乳酸カルシウム「NikP」 2022 年 3 月末 

以上 

「製造中止または販売名変更等」について、令和 5 年 3 月、扱いが変わってきているようです。3 月経過措

置の統一名収載の製造中止品について本記載にかかわらず経過措置通りの締め切りが設定されました。 


